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諮問庁：防衛大臣 

諮問日：平成２７年３月２４日（平成２７年（行情）諮問第１８３号） 

答申日：平成２９年３月２４日（平成２８年度（行情）答申第８１５号） 

事件名：「「次期陸長（案）研究」研究成果について（報告）」等の一部開示

決定に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

「「次期陸長（案）研究」に関して「行政文書ファイル等」（防衛省行

政文書管理規則（平成２３年防衛省訓令第１５号））に綴られた文書の全

て。」（以下「本件請求文書」という。）の開示請求に対し，次の５文書

（以下，併せて「本件対象文書」という。）を特定し，その一部を不開示

とした決定については，本件対象文書を特定したことは妥当であるが，別

紙２に掲げる部分を開示すべきである。 

文書１ 研本般命第１５号（２２．６．１１）「「次期陸長（案）研

究」研本ＭＭ実施に関する研究本部一般命令」 

文書２ 研本研第５８号（２２．７．９）「「次期陸長（案）研究」研

究部長等勉強会の実施に関する研究本部一般命令」 

文書３ 研本般命第１７号（２２．７．２１）「「次期陸長（案）研

究」全体ＭＭ実施に関する研究本部一般命令」 

文書４ 研本般命第３１号（２２．１０．２２）「「次期陸長（案）研

究」検証ＭＭ実施に関する研究本部一般命令」 

文書５ 研本研第２１号（２４．３．１５）「「次期陸長（案）研究」

研究成果について」（原議書及びかがみを除く。） 

第２ 異議申立人の主張の要旨 

１ 異議申立ての趣旨 

行政機関の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」という。）３

条の規定に基づく開示請求に対し，平成２６年９月３０日付け防官文第１

４３８７号により防衛大臣（以下「処分庁」又は「諮問庁」という。）が

行った一部開示決定（以下「原処分」という。）について，その取消しを

求める。 

２ 異議申立ての理由 

異議申立人の主張する異議申立ての理由は，異議申立書及び意見書の記

載によると，おおむね以下のとおりである。 

（１）本件対象文書の本来の電磁的記録形式を特定し明示するとともに，当

該形式による複写の交付を求める。 
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（２）本件対象文書の電磁的記録に履歴情報等が残されている場合があるの

で，これについても特定を求める。 

（３）複写の交付について，本件対象文書の全ての内容が複写されたもので

あるかの確認を求める。 

交付された本件対象文書の複写には，文字化け，文字が切れている，

枠線が消えているなどの情報が欠落している部分があったので，その部

分を資料として提出する（本答申では省略）。 

（４）本件対象文書に「本件対象文書の内容と関わりのない情報」（平成２

４年４月４日付け防官文第４６３９号）として開示されなかった情報が

存在するなら，これについても開示・不開示の判断を求める。 

（５）記録された内容を精査し，支障が生じない部分については開示すべき

である。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

 １ 経緯 

   本件開示請求は，本件請求文書の開示を求めるものであり，これに該当

する行政文書として，「研本般命第１５号（２２．６．１１）「「次期陸

長（案）研究」研本ＭＭ実施に関する研究本部一般命令」」，「研本研第

５８号（２２．７．９）「「次期陸長（案）研究」研究部長等勉強会の実

施に関する研究本部一般命令」」，「研本般命第１７号（２２．７．２

１）「「次期陸長（案）研究」全体ＭＭ実施に関する研究本部一般命

令」」，「研本般命第３１号（２２．１０．２２）「「次期陸長（案）研

究」検証ＭＭ実施に関する研究本部一般命令」」及び「研本研第２１号

（２４．３．１５）「「次期陸長（案）研究」研究成果について」」を特

定した。 

開示決定等に当たっては，法１１条の規定を適用して開示決定等の期限

を平成２６年９月３０日まで延長し，まず平成２５年１２月２５日付け防

官文第１７１２７号により，「研本研第２１号（２４．３．１５）「「次

期陸長（案）研究」研究成果について」」の原議書及びかがみについて，

法９条１項の規定に基づく開示決定を行い，残余の部分（本件対象文書）

について，その一部が法５条３号の不開示情報に該当することから，平成

２６年９月３０日付け防官文第１４３８７号により当該部分を不開示とす

る一部開示決定（原処分）を行った。本件異議申立ては，原処分に対して

されたものである。 

 ２ 法５条該当性について 

   原処分において，不開示とした部分及び不開示とした理由は別紙１のと

おりである。 

３ 異議申立人の主張について 

（１）異議申立人は，「本件開示決定通知書では電磁的記録形式の特定明示
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が行われておらず，「開示請求時点において，『当該行政機関が保有し

ているもの』」が特定されたのか不明である。そこで国の解釈に従って，

改めて本件対象文書の電磁的記録形式の特定明示を行うと共に，その電

磁的記録形式での複写の交付を求める。」として，本件対象文書の本来

の電磁的記録形式の特定明示を求めるが，法その他の関係法令において，

電磁的記録の記録形式を特定し，明示しなければならないことを義務付

けるような趣旨の規定はないことから，当該電磁的記録の記録形式を特

定し明示することはしていない。 

（２）異議申立人は，「本件開示決定通知からは不明である」として，本件

対象文書の履歴情報についても特定を求めるが，法その他の関係法令に

おいて，履歴情報を特定しなければならないことを義務付けるような趣

旨の規定はないことから，本件対象文書の履歴情報を特定することはし

ていない。 

（３）異議申立人は，「本件対象文書が当初のファイル形式を変換して複写

の交付が行われているため，本件対象文書の内容が，交付された複写に

は欠落している可能性がある。」として，複写の交付が本件対象文書の

全ての内容を複写しているか確認を求めるとともに，「処分庁が平成２

４年４月４日付け防官文第４６３９号で認めるように，開示・不開示の

判断を行わずに「本件対象文書の内容と関わりのない情報の付随を避け

る」複写の交付は，法に反する」として，当該情報についても開示・不

開示の判断を求めるが，異議申立てがあった時点においては，開示の実

施は行われておらず，したがって複写の交付も行われていない。 

（４）異議申立人は，「記録された内容を精査し，支障が生じない部分につ

いては開示すべきである。」として，一部に対する不開示決定の取消し

を求めるが，本件対象文書の法５条該当性を十分に検討した結果，その

一部が別紙１のとおり同条３号に該当することから当該部分を不開示と

したものであり，その他の部分については開示している。 

（５）以上のことから，異議申立人の主張にはいずれも理由がなく，原処分

を維持することが適当である。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

   ① 平成２７年３月２４日  諮問の受理 

   ② 同日          諮問庁から理由説明書を収受 

   ③ 同年４月９日      審議 

   ④ 同月２８日       異議申立人から意見書１ないし３及び資

料を収受 

   ⑤ 平成２９年２月８日   本件対象文書の見分及び審議 

   ⑥ 同年３月２２日     審議 
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第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件対象文書について 

本件開示請求は，本件請求文書の開示を求めるものであり，処分庁は，

本件対象文書を特定した上で，その一部を法５条３号に該当するとして不

開示とする原処分を行った。 

これに対し，異議申立人は，本件対象文書の本来の電磁的記録の特定及

び不開示部分の開示等を求めており，諮問庁は，原処分を維持することが

適当としていることから，以下，本件対象文書の見分結果を踏まえ，本件

対象文書の特定の妥当性及び不開示部分の不開示情報該当性について検討

する。 

２ 本件対象文書の特定の妥当性について 

（１）本件対象文書の特定について，当審査会事務局職員をして諮問庁に確

認させたところ，次のとおりであった。 

  ア 本件対象文書のうち，文書５の別冊及び別添書類はＰＤＦファイル

形式の電磁的記録により保有し，それ以外の部分は紙媒体とＰＤＦフ

ァイル形式の電磁的記録により保有している。   

  イ 文書５の別冊及び別添書類については，容量が膨大であり，かつ原

稿である電磁的記録の保存の必要がないため，保管及び送付の利便性

等の観点から，原稿である電磁的記録をデータ容量が少なく改ざんの

難しいＰＤＦファイルに変換した上で，当該ＰＤＦファイル形式の電

磁的記録のみを保有し，原稿である電磁的記録は廃棄している。 

ウ 本件対象文書のうち文書５の別冊及び別添書類を除く部分について

は，紙媒体のほか，当該紙媒体をスキャナにより読み取ったＰＤＦフ

ァイル形式の電磁的記録で保有しているものであり，原稿である電磁

的記録は保存の必要がないため廃棄している。 

（２）そこで検討すると，データ容量が少なく改ざんが難しいＰＤＦファイ

ルに変換した上で，原稿である電磁的記録を廃棄したなどとする諮問庁

の上記（１）の説明に不自然，不合理な点はなく，ほかに電磁的記録の

存在をうかがわせる事情も認められない。 

したがって，防衛省において，本件対象文書についてＰＤＦファイル

形式以外の電磁的記録を保有しているとは認められない。 

３ 不開示情報該当性について 

（１）陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報 

別紙１の１ないし３及び４（１）ないし（５１）に掲げる部分

（（３）の２－８及び４５頁の一部，（４）の２－６頁の一部，（３

５）の４及び５頁の一部並びに（４７）の１１，１６，２２及び２８頁

の一部を除く。）には，陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報

が記載されていることが認められる。 
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当該部分のうち別紙２に掲げる部分を除く部分は，これを公にするこ

とにより，当時の安全保障情勢の見積りや防衛構想の詳細等が明らかに

なり，防衛構想に係る研究の具体的要領，防衛力の現状，関心の方向性

等が推察され，陸上自衛隊の効果的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひい

ては我が国の安全が害されるおそれがあると行政機関の長が認めること

につき相当の理由があると認められるので，法５条３号に該当し，不開

示とすることが妥当である。 

しかしながら，別紙２に掲げる部分は，国内情勢に関する一般的な記

載にすぎず，これを公にしても，陸上自衛隊の効果的な任務の遂行に支

障を及ぼし，ひいては我が国の安全が害されるおそれがあると行政機関

の長が認めることにつき相当の理由があるとは認められないので，法５

条３号に該当せず，開示すべきである。 

（２）陸上自衛隊の防衛の計画に関する情報 

別紙１の４（３）の２－８及び４５頁の一部，（４）の２－６頁の一

部，（３５）の４及び５頁の一部並びに（４７）の１１，１６，２２及

び２８頁の一部には，陸上自衛隊の防衛の計画に関する情報が記載され

ていることが認められる。 

当該部分は，これを公にすることにより，防衛体制等が推察され，陸

上自衛隊の効果的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては我が国の安全

が害されるおそれがあると行政機関の長が認めることにつき相当の理由

があると認められるので，法５条３号に該当し，不開示とすることが妥

当である。 

４ 異議申立人のその他の主張について 

異議申立人のその他の主張は，当審査会の上記判断を左右するものでは

ない。 

５ 本件一部開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件請求文書の開示請求に対し，本件対象文書を特定

し，その一部を法５条３号に該当するとして不開示とした決定については，

諮問庁が，防衛省において本件対象文書のＰＤＦファイル形式以外の電磁

的記録を保有していないとしていることは妥当であり，不開示とされた部

分のうち，別紙２に掲げる部分を除く部分は，同号に該当すると認められ

るので，不開示としたことは妥当であるが，別紙２に掲げる部分は，同号

に該当せず，開示すべきであると判断した。 

（第４部会） 

  委員 鈴木健太，委員 常岡孝好，委員 中曽根玲子  
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別紙１（原処分において不開示とした部分及び理由） 

 

１ 文書１ 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２及び４頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報で

あり，これを公にすることにより，我が国の防衛

構想に係る研究の具体的要領，関心の方向性が推

察され，陸上自衛隊の効率的な任務の遂行に支障

を及ぼし，ひいては我が国の安全が害されるおそ

れがあることから法５条３号に該当する。 

 

２ 文書３ 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２及び４頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報で

あり，これを公にすることにより，我が国の防衛

構想に係る研究の具体的要領，関心の方向性が推

察され，陸上自衛隊の効率的な任務の遂行に支障

を及ぼし，ひいては我が国の安全が害されるおそ

れがあることから法５条３号に該当する。 

 

３ 文書４ 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２枚目一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報で

あり，これを公にすることにより，我が国の防衛

構想に係る研究の具体的要領，関心の方向性が推

察され，陸上自衛隊の効率的な任務の遂行に支障

を及ぼし，ひいては我が国の安全が害されるおそ

れがあることから法５条３号に該当する。 

 

４ 文書５ 

（１）別紙第１「研究要報」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１及び２枚目の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報

であり，これを公にすることにより，我が国の

防衛構想に係る研究の具体的要領，関心の方向

性が推察され，陸上自衛隊の効率的な任務の遂

行に支障を及ぼし，ひいては我が国の安全が害

されるおそれがあることから法５条３号に該当



 

 7 

する。 

 

（２）別紙第２「次期陸長（案）研究成果」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１枚目の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報

であり，これを公にすることにより，我が国の

防衛構想に係る研究の具体的要領，関心の方向

性が推察され，陸上自衛隊の効率的な任務の遂

行に支障を及ぼし，ひいては我が国の安全が害

されるおそれがあることから法５条３号に該当

する。 

 

（３）別冊「次期陸上自衛隊長期防衛見積り（案）」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

はじめに及び目次の一

部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報

であり，これを公にすることにより，作成当時

の情勢見積，防衛構想等の詳細が明らかにな

り，防衛力の現状，運用要領等が推察され，陸

上自衛隊の効率的な任務の遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安全が害されるおそれが

あることから法５条３号に該当する。 

１－１及び２頁の一部 

２－１，２，４～１

８，２１～３９，４１

～４４及び４６～８６

頁の一部 

３－１～２４頁の一部 

４－１～５頁の一部 

５－１～３２頁の一部 

６－１～４７頁の一部 

７－１～２３０頁の一

部 

８－１～３頁の一部 

９－１～１０頁の一部 

２－８及び４５頁の一

部 

陸上自衛隊の防衛に関する計画の情報であり，

これを公にすることにより，自衛隊の防衛体制

等が推察され，効果的な任務遂行に支障を及ぼ

すおそれがあることから法５条３号に該当す

る。 

 

（４）別冊「時期陸上自衛隊長期防衛見積り（案）－別紙綴り－」 

不開示とした部分 不開示とした理由 
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１－１及び２頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報

であり，これを公にすることにより，作成当時

の情勢見積，防衛構想等の詳細が明らかにな

り，防衛力の現状，運用要領等が推察され，陸

上自衛隊の効率的な任務の遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安全が害されるおそれが

あることから法５条３号に該当する。 

２－１，２，２０～２

６，２９及び３０頁の

一部 

３－１～９頁の一部 

４－１～７頁の一部 

５－１～６９頁の一部 

６－１～１８３頁の一

部 

７－１～１８４１頁の

一部 

８－１頁の一部 

９－１～７頁の一部 

２－６頁の一部 陸上自衛隊の防衛に関する計画の情報であり，

これを公にすることにより，自衛隊の防衛体制

等が推察され，効果的な任務遂行に支障を及ぼ

すおそれがあることから法５条３号に該当す

る。 

 

（５）付録第１「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（本土）」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～４３頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究に関する情報

であり，これを公にすることにより，作成当時

の情勢見積，防衛構想等の詳細が明らかにな

り，防衛力の現状，運用要領等が推察され，陸

上自衛隊の効率的な任務の遂行に支障を及ぼ

し，ひいては我が国の安全が害されるおそれが

あることから法５条３号に該当する。  

  

（６）付録第１属録第１「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（本土）

別紙綴り」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～２５頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから
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法５条３号に該当する。  

 

（７）付録第１属録第２「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（本土）

機能別（職種）運用」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～６５頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（８）付録第１属録第３「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（本

土）」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

目次及び１～１０５頁

の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（９）付録第１属録第４「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（本土）

必要な機能別紙綴り（運用構想図）」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～３６頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（１０）付録第１属録第５「参考資料１着上陸侵攻事態対処（本土）統合対艦

攻撃における任務遂行要領」 

不開示とした部分 不開示とした理由 
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１～６０頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（１１）付録第１属録第６「参考資料２着上陸侵攻事態対処（本土）統合運用

における防空作戦の任務遂行要領」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１８及び２０～３

５頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（１２）付録第１属録第７「参考資料３着上陸侵攻事態対処（本土）運用解

析」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１８頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（１３）付録第２「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（島しょ）」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～５７頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから
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法５条３号に該当する。  

 

（１４）付録第２属録第１「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（島し

ょ）」別紙綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～３４頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（１５）付録第２属録第２「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（島し

ょ）」機能別（職種）運用」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

目次及び２～６０頁の

一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（１６）付録第２属録第３「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（島し

ょ）」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

目次及び１～１５４頁

の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（１７）付録第２属録第４「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（島し

ょ）」必要な機能別紙綴り（運用構想図）」 

不開示とした部分 不開示とした理由 
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１～５６頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（１８）付録第２属録第５「事態別任務遂行要領「着上陸侵攻事態対処（島し

ょ）」運用解析」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～２４頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（１９）付録第３「事態別任務遂行要領「ゲリラ・コマンドウ攻事態対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～２８頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（２０）付録第３属録第１「事態別任務遂行要領「ゲリラ・コマンドウ攻事態

対処」別紙綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１８及び４４～５

３頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから
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法５条３号に該当する。  

 

（２１）付録第３属録第２「事態別任務遂行要領「ゲリラ・コマンドウ攻事態

対処」機能別（職種）運用」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２～５１頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（２２）付録第３属録第３「事態別任務遂行要領「ゲリラ・コマンドウ攻事態

対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１６及び１８～３

０頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（２３）付録第３属録第４「事態別任務遂行要領「ゲリラ・コマンドウ攻事態

対処」必要な機能別紙綴り（運用構想図）」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１９頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

  

（２４）付録第４「事態別任務遂行要領「国際平和協力活動」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 
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１～３７頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（２５）付録第４属録第１「事態別任務遂行要領「国際平和協力活動」別紙綴

り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１８及び２０～４

７頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（２６）付録第４属録第２「事態別任務遂行要領「国際平和協力活動」機能別

（職種）運用」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２～５０頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（２７）付録第４属録第３「事態別任務遂行要領「国際平和協力活動」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

目次，２～２８，３

０，３１及び３３～３

８頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから
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法５条３号に該当する。 

 

（２８）付録第４属録第４「事態別任務遂行要領「国際平和協力活動」必要な

機能別紙綴り（運用構想図）」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～２８頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（２９）付録第５「事態別任務遂行要領「弾道ミサイル・巡航ミサイル攻撃事

態対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１０頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（３０）付録第５属録「事態別任務遂行要領「弾道ミサイル・巡航ミサイル攻

撃事態対処」別紙綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～５及び８～２８頁

の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（３１）付録第６「事態別任務遂行要領「サイバー攻撃事態対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 
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１～１５頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（３２）付録第６属録「事態別任務遂行要領「サイバー攻撃事態対処」別紙綴

り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２～１５頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（３３）付録第７「事態別任務遂行要領「テロ攻撃事態対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～１０頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（３４）付録第７属録第１「事態別任務遂行要領「テロ攻撃事態対処」別紙綴

り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～２４頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから
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法５条３号に該当する。  

 

（３５）付録第７属録２「事態別任務遂行要領「テロ攻撃事態対処」参考資料

綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～３，６～１０及び

１４頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

４及び５頁の一部 陸上自衛隊の防衛に関する計画の情報であり，

これを公にすることにより，自衛隊の防衛体制

等が推察され，効果的な任務遂行に支障を及ぼ

すおそれがあることから法５条３号に該当す

る。 

 

（３６）付録第８「事態別任務遂行要領「大量避難民事態対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～５頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（３７）付録第８属録「事態別任務遂行要領「大量避難民事態対処」別紙綴

り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～９頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   
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（３８）付録第９「事態別任務遂行要領「在外邦人等の輸送」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～５頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

 

（３９）付録第９属録「事態別任務遂行要領「在外邦人等の輸送」別紙綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

４～１１頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（４０）付録第１０「事態別任務遂行要領「在外公館等警備」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～６頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（４１）付録第１０属録「事態別任務遂行要領「在外公館等警備」別紙綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

２～１２頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては
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我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

 

（４２）付録第１１「事態別任務遂行要領「大規模災害事態対処」」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～２８頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

 

（４３）付録第１１属録「事態別任務遂行要領「大規模災害事態対処」別紙綴

り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～４，７～２２，２

５～３７及び４０～５

０頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

 

（４４）付録第１２「特殊作戦（群）用装備体系」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

表紙，１～７及び１０

～２３頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

 

（４５）付録第１２属録第１「「特殊作戦（群）用装備体系」別紙綴り」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

表紙及び１～８４頁の

一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見
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積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（４６）付録第１２属録第２「「特殊作戦（群）用装備体系」参考資料綴り

（装備概要書）」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

表紙及び１～５３頁の

一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

 

（４７）別添第１「用語集」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１１，１６，２２及び

２８頁の一部 

陸上自衛隊の防衛に関する計画の情報であり，

これを公にすることにより，自衛隊の防衛体制

等が推察され，効果的な任務遂行に支障を及ぼ

すおそれがあることから法５条３号に該当す

る。 

１０，１１，１３～１

７，１９，２１，２

２，２４～２６，２８

～３１，３３及び３７

頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（４８）別添第２「＊＊＊＊（＊）＊＊＊＊」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

表紙及び１～６７頁の

一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の
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効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。   

※ 「＊」は，標題の一部が不開示とされている部分である。 

 

（４９）別添第３「国土防衛作戦等の特性を踏まえた「民事」の検討」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～４，７～１５及び

２５～２７頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

 

（５０）別添第４「着上陸侵攻事態（島しょ）等に係わる検討の具体化」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

１～３１頁の一部 陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。 

 

（５１）参考資料「次期陸上自衛隊長期防衛見積り（案）―参考資料綴り―」 

不開示とした部分 不開示とした理由 

６－１～８３，８６，

８７，８９～１０２，

１０４～１１０及び１

１２～１２０頁の一部 

陸上自衛隊の防衛構想に係る研究内容であり，

これを公にすることにより，作成当時の情勢見

積，防衛構想等の詳細が明らかになり，防衛力

の現状，運用要領等が推察され，陸上自衛隊の

効率的な任務の遂行に支障を及ぼし，ひいては

我が国の安全が害されるおそれがあることから

法５条３号に該当する。  

７－１～５２７頁の一

部 

８－１～１２頁の一部 

９－１～１０頁の一部 
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別紙２（開示すべき部分） 

 

文書５ 別冊「次期陸上自衛隊長期防衛見積り（案）」 

ページ 開示すべき部分 

２－３４ページ 「ア 全般」の８行目３５文字目ないし１６行目末尾 

「イ 政治」の５行目冒頭ないし７行目２０文字目及び同

行２５文字目ないし９行目末尾 

２－３５ページ １行目ないし８行目 

「ウ 外交」の１行目１文字目ないし５文字目，同行１０

文字目ないし３１文字目及び同行３３文字目ないし１０行

目末尾 

「オ 経済」の５行目２９文字目ないし３６文字目 

２－３６ページ １行目冒頭ないし１８行目２６文字目及び同行２８文字目

ないし２０行目末尾 

２－３７ページ ９行目ないし１１行目 

 


